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1 は じ め に

山形県立農業試験場では,新 しい直播栽培として代かき

を省略し,かつ耕起から播種までを一連で行う無代かき作

溝直播 (新分類名称 :作溝乾田表面条播直後湛水方式 :以

下,無代かき直播という)技術の確立に取り組んでいる。

第 1報では,作溝播種方法について鎮圧方式が溝切り方式

より苗立ちが安定することを,第 2報では,無代かき直播

は,湛水土壌中直播 (以下,湛水直播という)よ リノピエ

などの雑草の発生時期がばらつきやすく,初期の減水深が

大きいことに留意した除草体系の組立てが必要であること

等を報告してきた。本報では,1994年～1995年に湛水直播

栽培と移植栽培との比較によって得られた本技術の生育特

性について報告する。

2試 験 方 法 ´

a)試験実施場所 :山形農試ほ場 (埴壌土)
●)試験に供した栽培法
1)無代かき直播 (条播)
乾籾重の 2倍量をカルパーで被覆した種子をトラクタに

取り付けた専用の播種作業機で,耕起・作溝 (V字型 :深

さ5 cm)・ 播種を連続的に行い,播種直後に入水し湛水管

理する方式。播種量は0 6kg/aと し播種後 1週間はV字

底から5～10cm,そ の後は5～ 15cmの水深で管理した。

2)湛水直播 (散播)
無代かき直播同様の被覆種子を代かき直後のほ場に動力

散粉粒機等を用い,播種する方式。播種量は0 3kg/aと

し,播種後は3～ 5 cllの水深で管理した。

3)移植栽培
慣行の稚苗移植方式。栽植密度は222株・ 4本植とした。

3)供試品種 :どまんなか
に)施』巴(N:kg/a)
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15)調査区の設定

無代かき直播は,3葉期に1994年が120本 /r,1995年

は96本/Jにそれぞれ調整した。湛水直播については,同
様に1994年が88本/nf,1995年 は96本/nfと した。

16)登熟性

1995年に8/8出穂の無代かき直播及び8/9出穂の移

植栽培の稲株を穂揃期・登熟中期 (出穂後20日 目)・ 成熟

期に採取し乾物重を調査した。施肥は上記(41同様とした。
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3 試験結果及び考察

は)収量構成の特徴
無代かき直播の収量は,両年次とも移植に対し4～ 16%

程度少なかった (表 1)。 この要因は,収量構成要素であ
るご当たり籾数,中でもnf当たり穂数が少ないことである。
しかし,本栽培法は倒伏しにくいため登熟が良く,倒伏 し

やすい湛水直播よりも安定した収量性を示した。また,千
粒重は,こ れら栽培法の中で最も重い傾向が認められた。

0)lli当 たり茎数の推移

無代かき直播のゴ当たり穂数が不足しやすい要因を明ら

かにするため,苗立ち・栽植密度及び施肥を同等にした条

件のもとで茎数の推移を比較した (図 1)。 この結果,無
代かき直播の茎数は,生育期間を通し移植及び湛水直播よ

りも少なく経過した。これは,無代かき直播がV字型の溝
底に播種する方式であるため地表が理没する程度の水深で

も5m以上の湛水深となり,第 1葉からの分けつ発生が抑
制されやすいことや耕起直後に入水するため乾土効果が得

られなく地力窒素の利用が低くなることなどが関係してい

る。
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図 1 栽培法別茎数の推移 (1995)

3)登熟性
無代かき直播の登熟期の乾物増加速度を移植と比較した

(表 2)。 この結果,無代かき直播は登熟中期から成熟期の

茎葉・穂の乾物増加速度が移植より多くなった。また,既
知の成果では施肥窒素の利用率は無代かき直播は湛水直播

より高く移植並であり,特に穂肥の利用率が良くなってい

ることから生育後期の根の活性が高いことが推察されてい

表 2 乾物増加速度

る。これらのことから,無代かき直播は,移植より秋勝 り

的であり,ま た一般に秋落ち型生育を示す湛水直播より登

熟性は高いと考えられた。

に)耐倒伏性
無代かき直播の耐倒伏性を評価するために,稗基部の覆

土深を調査した (図 2)。 無代かき直播は,播種されたV
字型の作溝に土壌粒子が徐々に堆積するため収穫時には 3

cn程度の覆土深が得られ移植並の耐倒伏性を確保すると推

察された。湛水直播は,覆土深 (播種深)が最も浅かった。
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図2 栽培法別覆土深調査 (収穫後1994)

6)生育進度
無代かき直播は移植に対し出穂期で 7～ 9日程度遅れ ,

年次によっては多少異なるものの成熟期はさらに遅れた。

湛水直播に対しても出穂で 1～ 2日程度遅れる傾向が認め

られた (表 3)。 湛水直播より遅れる要因として,代かき

を行わないため初期漏水が大きくなることや湛水直播が予め

入水された水を播種後も利用するのに対し,無代かき直播

'ま

,潅漑水が直に入水することによるものと考えられた。

表3 栽培別生育ステージ
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注 ()内 :成熟期に達せず。

4ま と め

無代かき直播は,移植や湛水直播より茎数・穂数がとれ

にくく,生育進度が遅れるものの,耐倒伏性は移植並であ

り,登熱性が高く秋勝り型の生育相を示し,収量性は湛水

直播より安定している。

年度
響竃:号 量釜 出穂期 成熟期

(g/ni/day)

登熟期の各期間  菫袋
かき

弓ξ  茎整  鶴
穂揃期～登熟中期  -60  261 -75  277
登熟中期～成熟期   25  114 -02  88
穂揃期～成熟期   -113  176 -33  168
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